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選定理由 

 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

スナヤツメ 
北海道から九州北部まで分布する。県内では局所的な分布を示してお

り，また堰堤やダムの設置で平瀬と淵が分断された河川では成育場と

産卵場との移動が困難になり，絶滅の危険性が高い。 

 

山国川，駅館川，大分川，筑後川の各水系 

 

 

鹿児島県，宮崎県を除く九州以北 

沿海州，中国北部，朝鮮半島 

 

夏期水温が25℃以下の人為的汚染のない軟泥の堆積する淵と平瀬。 

 

 

河川改修工事などにより各生息地は激減している。 

ヤツメウナギ目 
PETROMYZONTIFORMES 
ヤツメウナギ科 
Petromyzontidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

水産庁 

 

IB 
Ⅱ 
希少種 

Lethenteron reissneri (Dybowski)

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ヤリタナゴ 
日本では北海道と南九州を除く日本各地に分布する。県内では県北部

の河川においては，河川改修工事が大きく影響し，生息地の悪化が懸

念される。 

 

山国川，伊呂波川，駅館川，筑後川の各水系 

 

 

北海道と南九州を除く日本各地 

朝鮮半島西岸 

 

淡水産二枚貝が生息する河川の中･下流の緩流域とそれに続く用水。 

 

 

筑後川水系においては比較的良好な状態で個体群を維持しているが,

多くの県北部河川では生息地とともに個体数も減少している。 

コイ目 
CYPRINIFORMES 
コイ科 
Cyprinidae 
 
カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 

Tanakia lanceolata
(Temminck and Schlegel)

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

セボシタビラ 
 

 

 

 

(筑後川水系) 

 

 

筑後川水系を中心とする九州北西部，長崎県壱岐地方 

 

 

淡水産二枚貝が生息する河川の下流の緩流域，それに続く用水。 

 

 

過去に生息が確認されているが，近年の10年間はその生息が確認で

きていない。 

コイ目 
CYPRINIFORMES 
コイ科 
Cyprinidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

水産庁 

情報不足  
Ⅱ 
希少種 

Acheilognathus tabira subsp.2

 




